
指定産地である「白ネギ」を中心に９品目（白ネギ、にんじん、かぼちゃ、サトイモ、白菜、ミニトマト、キュウリ、パプリカ、水稲）を栽培

する。三重県下ＪＡで初となる青果物の生産におけるＪＧＡＰ認証を平成３０年１２月に取得 した。生産だけではなく地域の担い手創出のため

、研修事業も積極的に実施する。

|株式会社アグリサービス鈴鹿

雇用型インターンシッププログラム

| 指導体系図

代表取締役（社長）

林 直樹

取締役5名

専務取締役

丸市弘和

研修生

JA鈴鹿
職員

【求める人物像】

• ポジティブな考え方で前向きな人

• 学びに積極的な人

• 素直な人

• 協調性があり、チームで仕事を進められる人

| 2年後の到達目標

• 地域農業を⽀える次世代の担い⼿

| 法人で求める基礎的な素質

当法人における人材育成目標

株式会社 アグリサービス鈴鹿法人名

代表取締役 林 直樹代表者名

白ネギ、にんじん、かぼちゃ、サトイモ、白菜、ミニトマ
ト、キュウリ、パプリカ、水稲

主な経営作物

請負、研修その他事業

1名（JA派遣5名）従業員数

ー関連会社

30,000千円（令和５年３月末）売上

独立支援 就農バックアップ 地域密着JA子会社管轄

| 経営者・経営陣としての考え

【経営⽅針】
・地域農業を⽀える担い⼿の⼀員として、⽣産基盤の維持・拡⼤に取組みます。
・⽣産者とともに地元産農産物の⽣産振興に取組みます。
・地域農業を継承する新たな担い⼿の育成・確保に取組みます。

【運営⽅針】
・農場の運営管理のルールに従い安全な農作業に努め従事します。
・定めた栽培管理⼿法・技法に従い、安全・安⼼な農産物栽培と⾷品安全に配慮し、農産物供
給者として信頼性の⾼い農場管理を⾏います。

・環境・⽣態系（⽣物多様性）の保全に配慮します。
・労働者（研修受⼊者含む）の⼈権の尊重と適切な労務管理を⾏います
・関係法令（労基法・労働安全衛⽣法・農薬取締法・毒劇物取締法・危険物取締法・肥料取
締法）を遵守します。また、知的財産は侵害しません。

・ムリ・ムラ・ムダの無い作業と改善を⼼掛け、経営資源を⼤切にするとともに⽣産⼯程管理の構築
をします。

・周辺環境への配慮および地域社会との共⽣により持続可能な農業経営を確⽴します。

☆ ・・・受入責任者

・・・受入の主な部署



継続雇⽤の有無指導体制コース特徴

有担当者：業務部⻑、JA鈴⿅職員

１２品⽬を栽培するため、栽培技術を徹底的に⾝につけることができる。JGAPの
観点からの安全で効率的な⾏程を共に検討しながら⾝につけることができる
独⽴就農に向けたバックアップ体制（営農指導員による技術⽀援、農地調達、農機
具レンタル等）が整う。

インターンシッププログラム フロー
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１年目

【生産管理基礎】

各作目の生産に関する基本的な栽培管理、病

害虫に関する基本的な知識習得と技術 地
域
農
業
を
支
え
る
次
世
代
の
担
い
手

２年目

【生産管理応用】

前年に作業したことを踏まえ、より生産量を

高める技術習得を目指して取り組み、栽培ス

ケジュール管理等にも積極的に関わる

到達目標

2
年

目

• 指導者に帯同して各種作業を教わりながら各作業を実施する
• 指導者の指⽰のもと、１年間を通して栽培作業（播種〜収穫）を経験する
• 圃場の様⼦を観察し、気づきを促す（⽣育状況、病害⾍・雑草の発⽣状況など）

• 仕事の準備や作業スケジュール等の段取りを考える
• 栽培管理および薬剤散布の時期を⽣育状況をみて判断する
• 栽培・収穫に関わる作業を５Sの視点から改善提案の検討

１
年

目

実施時期項⽬

1年〜各作⽬の栽培特性の理解

1年〜農業機械技術

1年〜⼟作り

1年〜病害⾍対策理解

1年〜各作⽬の⼀連の作業管理

1年〜収穫・出荷調整

1・2年〜収量管理

2年〜作付け・⽣産計画

法人における研修要素例

| 生産に関わる項目 | その他項目

実施時期項⽬

１年〜部会研修会への参加

１年〜農協イベントへの参加



パプリカ

ミニトマト

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

⽩ネギ

にんじん

かぼちゃ

サトイモ

はくさい

水稲

年間栽培スケジュール例

| その他定期的な業務/不定期なスケジュール

（補足）法人における年間・日々の営農スケジュールイメージ

凡例 播種 定植 収穫

不定期業務定例業務等

• JGAPの観点からの業務改善の検討を実施• 朝礼による業務確認

研修目標到達の検証方法

個別面談を四半期に１回に実施

キュウリ


